
〇 子ども達の姿をもとに行った「子どもを語る会」は、今までの授業研究会とは趣が異なり、

子ども達の姿から見えてきた指導観や教材観に関わる先生方の意見がたくさん交わされ、大変勉

強になった。先生方一人一人の子どもの見方にも「なるほど」と思わされる場面がたくさんあっ

た。 

〇 今回の研修にあわせて、事前に岩川先生の書かれた資料を読むことで、子どもへ重心を寄せ

て関わっていく大切さを感じました。また、気になっている子どもの姿やその子への教師の願い

と、主眼を共有する指導案の形式もとても良いなぁと感じました。 

〇 子どもに自分がどう関わっているのか、どんな目（まなざし）を向けているのか、寄り添え

ているのか、これまでの自分を改めて見つめ直す機会となりました。この子でも達と一緒に学び

たいことは何だろうか。題材への問い直しは、これからの私の授業づくりの大きな課題となりそ

うです。 

 

夏休みが終わり、学校に子どもたちの元気な声が戻ってきました。この夏、各校ではサマーセミ

ナーや校内研修が行われ、先生方も新たな探究やチャレンジに取り組まれたことでしょう。 

教育研修センターでは、9月以降も研修を多数ご用意しています。「 この研修、ちょっと気になる

かも」と思いましたら、追加受付できますので、ぜひ申し込んでください。 

教師の学びと子どもの学びは相似形─先生方が輝く姿は、必ず子どもたちの心に響きます。共に

学び、共に成長する。子どもが主人公の松本市の教育を、さらなる高みへと「 シンカ」させていき

ましょう。 

 

平成 27年度から続く岩川直樹先生（埼玉大学）による訪問型研修を、今年度は並柳小学校を皮切りに清水

中学校・波田中学校・波田小学校・源池小学校の５校で実施します。 

並柳小学校では、全校の先生方で道徳の授業を参観し、放課後は車座になって子どもを語る会を行いました。

岩川先生からは、子どもと教師の応答関係のなかで主題を問い直すことや、教師にとっては何度も扱った資料で

も改めて Re-spect する（もう一度しっかりと見る）教材研究が大切であることを、子どもの姿をもとに教えてい

ただきました。 

また、語り合われたことが構造的に板書されたり、研修を通して得られた気づきをホワイトボードに各自が記入

して共有したりして、リアルタイムに記録が残る工夫をした運営がなされていました。岩川先生から「これまでの授

業研究会の枠を突破しようとしている。当たり前を見つめ直すことで、先生方が深く分かち合って元気になる研

修になった。」と価値づけていただきました。 

子ども達のためにこれまでの形を突破していく並柳小学校はまさに、子ども達が拓いていくあたたかな社会へ

の変革の拠点であると感じました。 

【参加者の感想より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


